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近年の観測機器の発達に伴い、国際・国家機関、公的組織にとどまらず、小規模な研究プロジェクト単位での

長期電磁場観測が多数行われるようになった。これらのデータをプロジェクト間で交換・共有することは、特にグ

ローバル規模の広範囲な構造解析などが飛躍的に進歩することが期待される。しかし、個々のプロジェクトでデー

タの配布方法やデータフォーマットが各々異なるため、例えばデータ仕様の統一などの、データ解析の前処理作業

はデータ利用者側で行うことを強いられる。これらの単純かつ非本質的な作業を自動化することによりデータ利用

者の作業量を軽減すべく、電磁気データ提供のための汎用的統合システムの開発を行った。本システムはインター

ネットを介して地震波形データを提供する「NINJA システム」(Takeuchi et al., 2002)を踏襲している。昨年の

合同大会でそのシステム構成について報告を行ったが、昨夏より実際にデータ提供サービスを東大地震研／海半球

観測研究センターおよび JAMSTEC／IFREE にて開始し、「海半球ネットワークプロジェクト(OHP)」で取得した地磁

気データの公開を行っている。本システムでは、データユーザは標準的な WEB ブラウザーを使うことで、多機関の

データを一つの擬似的統合システムからダウンロードすることが機能的には可能となる。 

２００３年度はデータの多フォーマット対応を中心にシステム拡張を行った。サポートするダウンロード用

データフォーマットとしては、従来の OHP フォーマットに加え、広く普及している、 WDC１分値、INTERMAGNET IMF 

V1.22, 同 CD-ROM, IAGA2000, 同 2002 フォーマットの５つを対象とした。ユーザからデータのリクエストを受け

ると、本システムは元の OHP フォーマットデータからリクエストされたダウンロードフォーマットへデータ変換お

よび gzip 圧縮を行ったのち、全ファイルを１つの tar ファイルへアーカイブ化する。ユーザはこのアーカイブファ

イルを HTTP ポート経由でダウンロードすることになる。本発表では、他機関のデータ提供サービスのパフォーマ

ン ス と の 比 較 等 、 シ ス テ ム 性 能 の 報 告 も 行 う 予 定 で あ る 。 電 磁 気 デ ー タ 提 供 サ ー ビ ス URL 
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